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個
人
化
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
概
念
の
変
容

｜
｜
古
都
・
鎌
倉
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
｜
｜

有

末

賢



は
じ
め
に
個
人
化
時
代
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
概
念

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
概
念
の
変
容

鎌
倉
の
伝
統
的
生
活
世
界

四

「
伝
統
」
の
再
考
｜
｜
「
鎌
倉
ら
し
さ
」
の
構
築
｜
｜

お
わ
り
に



は
じ
め
に

現
在
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
概
念
は
揺
ら
い
で
い
る
。

マ
ッ
キ

l
ヴ
ァ

l
（
冨
宮
守
o
F
問。

σ
2富。
E
Eロ
）
が
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン

（2
8
5
5ロ
）
に
対
置
さ
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
概
念
は
、
地
域
社
会
と
か

地
域
共
同
体
と
い
う
理
解
が
自
然
で
あ
り
、
近
隣
社
会
か
町
内
社
会
か
行
政
単
位
と
し
て
の
地
方
自
治
体
か
は
、
議
論
が
分
か
れ
る

（

g
B
B
Z
E
q） 

の
概
念
を
提
起
し
た
時
、

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

い
ず
れ
も
地
域
性
（
Z
g
E可）

は
欠
か
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
時
代
の
一
一
一

世
紀
に
入
っ
た
現
在
で
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
理
解
は
、
ネ
ッ
ト
上
の
掲
示
板
や

B
B
S
、
ブ
ロ
グ
な
ど
「
共
同
性
」
は
と
も
か
く

と
し
て
、
顔
を
合
わ
せ
る
、
対
人
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
前
提
と
し
た
「
地
域
性
」
は
全
く
問
題
と
も
し
て
い
な
い
わ
け
で
あ
る
。

（H・

N
）
が
原
則
で
メ

l
ル
に
よ
る
文
字
の
上
で
の
会
話
が
続
き
、

ネ
ッ
ト
上
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、

ハ
ン
ド
ル
・
ネ

l
ム

た
と
え
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
重
な
っ
た
上
で
実
際
に
会
っ
た
り
、
集
ま
っ
た
り
し
て
も
、
場
所
を
常
時
共
有
す
る
わ
け
で
は

賢）

な
く
、
通
常
は
む
し
ろ
、
パ
ソ
コ
ン
の
画
面
上
だ
け
で
交
流
し
て
い
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
な
の
で
あ
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
概
念

個人化とコミュニティ概念の変容（有末

が
こ
の
よ
う
に
場
所
や
空
間
を
回
定
化
せ
ず
、
通
信
上
の
画
面
と
い
う
ヴ
ァ

l
チ
ャ
ル
な
空
間
に
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た

の
は
、
具
体
的
な
地
域
社
会
の
側
の
変
化
な
の
で
あ
ろ
う
か
？

そ
れ
と
も
、
情
報
化
や
個
人
化
と
い
う
時
代
状
況
の
変
化
な
の
で

あ
ろ
う
か
？

本
稿
で
は
、
そ
れ
ら
の
問
い
を
東
京
圏
の
郊
外
都
市
で
あ
り
、
歴
史
的
伝
統
を
誇
り
に
し
て
い
る
鎌
倉
と
い
う
街
を
一
つ
の
ケ
l

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
概
念
は
、
地
域
社
会
（
具
体
的
な
町
内
や
町
）
か
ら
出
発

ス
・
ス
タ
デ
ィ
と
し
て
検
証
し
て
い
き
た
い
。

つ
ま
り
、

し
た
が
、
次
第
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
、
す
な
わ
ち
「
鎌
倉
ら
し
さ
」
の
問
題
と
し
て
理
解
さ
れ
、
そ
の
う
ち
に
、

地
域
や
ロ
ー
カ
ル
な
シ
ン
ボ
ル
か
ら
情
報
化
を
通
し
て
、
人
々
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
共
有
と
い
う
ヴ
ァ

l
チ
ャ
ル
な
空
間
へ
と

29 

移
行
し
つ
つ
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
仮
説
を
検
討
す
る
意
味
で
、
ま
ず
、
第
一
に
個
人
化
時
代
に
お
け
る
コ
ミ
ユ
ニ
テ



政治・社会

ィ
概
念
を
再
検
討
し
て
い
く
。
選
択
の
時
代
と
か
自
己
責
任
、
自
己
決
定
が
強
調
さ
れ
る
が
、
人
間
に
は
「
選
べ
る
関
係
」
と
「
選

30 

べ
な
い
関
係
」
が
存
在
し
て
い
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
地
域
性
、

ロ
l
カ
リ
テ
ィ
や
出
生
地
（
故
郷
）
な
ど
と
結
び
つ
い
て
い
る
限

り
は
、
原
則
「
選
べ
な
い
関
係
」
で
あ
る
が
、
パ
ソ
コ
ン
画
面
上
の
ヴ
ァ

l
チ
ャ
ル
な
空
間
で
の
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
に
な
れ
ば
、

慶醸の政治学

そ
れ
は
も
う
「
選
べ
る
関
係
」
で
あ
り
、
選
択
の
時
代
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
第
二
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
概
念
の
変
容
を
検
討
す
る
。
日

本
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
概
念
は
、

一
九
六
九
年
の
国
民
生
活
審
議
会
『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
生
活
の
場
に
お
け
る
人
間
性
の
回
復

ー
』
と
い
う
報
告
書
に
端
を
発
し
て
い
る
。
都
市
社
会
学
者
・
第
二
世
代
の
倉
沢
進
、
奥
田
道
大
、
高
橋
勇
悦
、
松
原
治
郎
ら
は
、

従
来
か
ら
の
村
落
共
同
体
や
地
域
共
同
体
で
は
な
く
て
、
都
市
化
時
代
の
近
代
的
価
値
観
を
担
っ
た
新
し
い
共
同
精
神
を
「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
」
と
い
う
用
語
で
概
念
化
し
た
。
す
な
わ
ち
、
地
域
性
と
い
う
個
別
性
や
特
殊
性
を
持
ち
な
が
ら
、
近
代
的
普
遍
性
を
兼
ね

備
え
た
価
値
意
識
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
担
わ
せ
た
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
個
別
性
と
普
遍
性
は
、
水
と
油
の
性
格
が
あ
り
、
一
つ

に
溶
け
合
う
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
用
語
は
、
「
地
域
性
と
共
同
性
」
の
用
語
セ
ッ
ト
か

ら
「
空
間
性
と
情
報
性
」
と
い
う
ネ
ッ
ト
空
間
の
概
念
へ
と
ワ
ー
プ
し
て
い
く
。
し
か
し
、
ネ
ッ
ト
情
報
や
ネ
ッ
ト
空
間
で
匿
名
性

と
利
害
関
心
だ
け
で
離
合
集
散
す
る
集
団
と
し
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
は
、
あ
ま
り
に
惨
な
過
ぎ
る
。
そ
こ
か
ら
、
帰
属
意
識
や
価

値
意
識
を
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
し
て
再
編
し
な
お
す
「
個
人
化
の
時
代
」
の
影
響
が
働
い
て
い
る
訳
で
あ
る
。
個
人
の
自
己
決
定

は
、
選
択
を
正
当
化
し
、

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
確
立
す
る
重
要
な
再
帰
的
な
行
為
で
あ
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
地
域
性
か
ら
遊
離

し
て
い
っ
た
と
き
、
ヴ
ァ

l
チ
ャ
ル
な
空
間
に
お
い
て
も
、

ロ
ー
カ
ル
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
求
め
て
い
る
と
い
う
事
実
が
残
つ

た
わ
け
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
第
三
に
、
現
代
都
市
に
お
け
る
伝
統
と
伝
承
を
考
察
す
る
。
「
伝
統
」
の
再
考
に
つ
い
て
、
古
都
・
鎌

倉
の
「
鎌
倉
ら
し
さ
」
か
ら
現
代
・
郊
外
都
市
の
「
鎌
倉
ら
し
さ
」
ま
で
追
っ
て
み
る
。

以
上
の
よ
う
な
過
程
（
プ
ロ
セ
ス
）
を
通
じ
て
、
個
人
化
状
況
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
空
間
性
と
場
所
性
の
再
構
築
を
分
析

し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。



個
人
化
時
代
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
概
念

現
代
社
会
を
特
徴
づ
け
る
議
論
と
し
て
、
個
人
化
の
議
論
は
、
私
生
活
主
義
や
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
タ
イ
ゼ

l
シ
ヨ
ン
と
し
て
一
九
八

0

年
代
こ
ろ
か
ら
既
に
始
ま
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
社
会
の
基
底
に
あ
る
単
位
が
個
人
に
ア
ト
ム
化
し
、
個
人
の
自
己
責
任
や
自
己
決

定
が
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
の
は
、
九

0
年
代
か
ら
一
二
世
紀
へ
か
け
て
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
筆
者
は
以
前
、
「
再

帰
性
と
自
己
決
定
権
｜
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
と
日
本
社
会
｜
」
と
い
う
論
稿
に
お
い
て
そ
の
あ
た
り
に
つ
い
て
論
じ
た
が
、
個
人
化
と
い

う
現
象
は
、
あ
れ
か
ら
一

O
年
以
上
に
わ
た
っ
て
進
化
し
て
お
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
概
念
の
再
検
討
に
ま
で
至
っ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。
拙
稿
「
再
帰
性
と
自
己
決
定
権
1

ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
と
日
本
社
会
｜
」
の
最
後
で
、
私
は
以
下
の
よ
う
に
書
い
た
。
「
し
た
が

賢）

っ
て
、
自
己
の
再
帰
性
、
再
帰
的
近
代
化
を
自
覚
し
た
う
え
で
、
自
己
H

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
の
「
自
己
決
定
権
」
を
行
使
す
る

と
い
う
社
会
理
論
的
《
実
践
》
は
、
希
有
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
表
層
的
な
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
様
相
を
、
社
会
理
論
に
よ
っ
て
そ

の
深
層
ま
で
読
み
解
い
て
い
く
こ
と
が
今
後
、
必
要
に
な
っ
て
く
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
時
間
｜
空
間
の
分
離
は
、
モ
ダ
ニ
テ
ィ
を

個人化とコミュニテイ概念の変容（有末

相
対
化
す
る
の
に
は
確
か
に
好
都
合
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
。
ホ
ス
ト
モ
ダ
ン
な
の
か
、
ハ
イ
モ
ダ
ン
な
の
か
と
い
う
議
論
の
陰
で
、
「
再

帰
的
近
代
」
こ
そ
が
そ
の
本
質
を
奪
い
取
っ
て
い
く
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
「
す
べ
て
が
自
分
に
帰
っ
て
く
る
」
と
し
た
な
ら
ば
、
わ

れ
わ
れ
は
ま
ず
何
を
問
う
べ
き
な
の
だ
ろ
う
か
？
」

個
人
化
と
い
う
傾
向
は
、
再
帰
性
と
対
を
な
し
て
い
る
。
個
人
の
選
択
、
自
己
責
任
、
自
己
決
定
と
い
う
方
向
性
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
や
共
同
性
を
一
方
で
排
除
し
か
ね
な
い
「
厳
し
さ
」
を
伴
っ
て
い
る
。
現
代
社
会
は
、
国
家
か
個
人
か
と
い
う
二
極
分
解
に
よ

っ
て
、
近
代
社
会
を
支
え
て
き
た
中
間
集
団
が
縮
小
し
つ
つ
あ
る
、
と
言
わ
れ
て
い
る
。
家
族
、
地
域
社
会
、
学
校
集
団
、
職
場
集

団
、
労
働
組
合
な
ど
近
代
人
が
通
過
儀
礼
的
に
経
験
し
て
い
く
「
親
密
圏
」
は
、
個
人
を
集
団
の
構
成
員
と
し
な
が
ら
、
ま
た
個
人

が
集
団
の
中
で
「
成
長
」
し
て
い
く
社
会
化
の
過
程
と
し
て
も
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
社
会
化
過
程
の
中
心
的
な
社
会
学
的

31 



政治・社会

概
念
は
「
地
位
と
役
割
」
で
あ
る
。
し
か
し
、
社
会
的
集
団
の
構
造
、
機
能
の
面
か
ら
「
地
位
と
役
割
」
を
中
心
と
し
て
説
明
し
て

32 

き
た
社
会
学
の
概
念
は
、
近
年
の
「
個
人
化
」
の
時
代
状
況
に
お
い
て
、
リ
ア
リ
テ
ィ
を
失
い
つ
つ
あ
る
と
も
言
え
る
。
例
え
ば
、

大
学
生
の
身
近
な
生
活
風
景
に
お
い
て
は
、
「
親
密
圏
」
は
携
帯
電
話
や
携
帯
メ

l
ル
を
使
っ
た
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
り
、
関

慶躍の政治学

心
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
か
ら
自
己
選
択
に
よ
っ
て
、

つ
な
が
り
や
集
団
を
選
ん
で
い
る
と
い
う
情
景
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
の

地
位
と
役
割
は
、

一
時
的
で
分
散
的
で
代
替
的
な
も
の
と
し
て
存
在
し
て
い
る
。
日
本
社
会
や
日
本
文
化
の
性
格
を
「
タ
テ
社
会
」

ゃ
「
甘
え
」
や
「
集
団
主
義
」
な
ど
に
よ
っ
て
説
明
し
て
も
、
そ
れ
ほ
ど
実
感
を
込
め
て
理
解
し
て
い
る
と
は
思
え
な
い
わ
け
で
あ

る
む
し
ろ
、
格
差
や
階
級
・
階
層
、
ジ
エ
ン
ダ
l
、
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
な
ど
の
属
性
に
お
け
る
要
因
の
方
が
社
会
学
の
分
析
用
具
と
し

て
「
な
じ
み
や
す
い
」
と
言
え
る
。
す
な
わ
ち
個
人
の
属
性
、
し
か
も
「
選
べ
る
関
係
」
と
し
て
の
自
己
選
択
が
強
調
さ
れ
て
い
る

わ
け
で
あ
る
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
や
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
、
あ
る
い
は
階
級
・
階
層
に
も
「
選
べ
な
い
」
要
素
は
っ
き
も
の
な
の
で
あ
る
が
、

個
人
化
の
時
代
は
、
生
あ
る
限
り
で
の
自
己
選
択
を
要
求
し
て
い
る
。
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
状
況
で
は
、
「
国
家
か
死
か
」
と
い
う
極

限
状
況
以
外
に
お
い
て
は
、
既
存
の
中
間
集
団
を
飛
び
越
え
て
、
い
き
な
り
「
裸
の
自
己
」
に
選
択
を
迫
る
傾
向
が
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
個
人
化
時
代
に
お
い
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
概
念
は
ど
の
よ
う
に
変
容
し
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
次
に
こ
の

課
題
を
検
討
し
て
い
こ
う
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
概
念
の
変
容

個
別
性
と
普
遍
性

前
述
し
た
よ
う
に
R
・
マ
ッ
キ
l
ヴ
ァ

i
が
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
（

2
8
2
0
5ロ
）
に
対
置
さ
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（

8
5
E
Z
E
q） 



マ
ッ
キ
l
ヴ
ァ

l
以
後
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
概
念
に
つ
い
て
は
多
く
の
議
論
が
な
さ
れ
、

の
概
念
を
提
起
し
た
時
、
彼
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
地
域
性
と
共
同
性
（
一
定
の
地
域
に
お
け
る
生
活
の
共
同
）
に
よ
っ
て
包
括
的
に
規

定
し
て
い
た
。

一
義
的
な
規
定
は
困
難
で
あ

る
と
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
ヒ
ラ
リ
l
は
九
四
通
り
の
規
定
を
整
理
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
人
々
（
言
。
官
庁
）
を
含
意
し
て
い
る

以
外
に
一
致
点
は
な
い
、
と
の
結
論
を
え
て
い
る
。
し
か
し
、
表
1
に
示
し
た
よ
う
に
、
九
四
の
規
定
の
三
分
の
二
に
当
た
る
七
O

ま
で
が
地
域
（
包
括
色
、
共
通
の
紐
帯
（
g
B
E
s
t
o凶
）
、
お
よ
び
杜
会
的
相
互
性

Z
S
E
E
S
5
2
5ロ
）
を
、

素
と
み
な
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
表
l
を
多
い
順
に
見
て
い
く
と
、
「
A
．

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
主
要

社
会
的
相
互
性
」
の
中
の
「
1
．
地
理
的
地
域
」

の
「
D
．
共
通
の
目
標
、
規
範
、
手
段
の
所
有
」
が
既
定
の
数
で
二

O
と
い
う
最
も
多
い
数
字
と
な
っ
て
い
る
。
あ
と
は
、
皆
一
桁

で
「
B
．
共
同
生
活
」
が
九
、

賢）

表 1 ヒラリーによるコニュニティの規定（1955)

規定上の特徴的アイデアないし要素 ｜規定の数

I コミュニティー般（genericcommunity) 

A. 社会的相互性

1. 地理的地域

A. 白足性

B. 共同生活

血縁

C. 同類意識

D. 共通の目標、規範、手段の所有

E. 諸制度の集合

F. 地域集団

G. 個性

地域以外の共通特徴の所有

A 自足性

B. 共同生活

c. 同類意識
D. 共同の目標，規範，手段の所有

3. 社会システム

4 個性

5. 諸態度の総体

6. 過程

B. 生態学的諸関係

II 農村型コミュニティ（ruralcommunity) 

A. 社会的相互性

1. 地理的地域

A. 自足性

B. 共同生活

C. 同類意識

D. 共通の目標、規範、手段の所有

E. 地域集団

全規定数

8

9

2

7

m

2

5

2

 
1
i
円

J
R
U
F
h
u

－－

q
u
$
i
ワ

臼

円

台

U

1

3

3

3

5
一
例

個人化とコミュニティ概念の変容（有末

2. 

「
A
．
自
足
性
」
が
八
、
「
C

同
類
意
識
」
が
七
と
な
っ
て

い
る
。興
味
深
い
の
は
、
農
村
型

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（

E
E
－
 

S
E
E
S
－q）
と
比
べ
る
と
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
一
般
（
m
g
q
R

の
規
定
数
は
七

g
B
E
E
－q） 

九
と
、
農
村
型
コ
ミ
ユ
ニ
テ

イ

（一五）

の
五
倍
以
上
と

33 

な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
既



定
の
内
容
に
関
し
て
も
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
一
般
で
は
種
類
も
一
七
種
類
と
農
村
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
地
理
的
地
域
に
関
す
る
規
定
（
五

34 
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
一
般
と
い
う
か
、
都
市
型
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
は
、
地
域
性
と
共
同
性
と
い
う
一
般

化
し
た
規
定
だ
け
で
は
十
分
と
は
一
言
え
な
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
多
様
な
姿
の
兆
し
が
現
わ
れ
て
い
る
と
も
言
え
る
。
ま
た
、
地
理
的

種
類
）

の
三
倍
以
上
で
あ
る
。

慶醸の政治学

地
域
の
も
と
で
の
「
共
通
の
目
標
、
規
範
、
手
段
の
所
有
」
と
い
う
規
定
に
つ
い
て
も
、
「
2
．
地
域
以
外
の
共
通
特
徴
の
所
有
」

の
面
と
比
較
し
て
み
る
と
、
地
域
性
や
空
間
性
を
共
有
し
て
い
な
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
側
面
も
意
外
に
多
く
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
わ

け
で
あ
る
。

ヒ
ラ
リ
ー
に
よ
る
分
析
が
一
九
五

0
年
代
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
そ
れ
か
ら
五

O
年
後
の
現
代
社
会
に
お
い
て
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
一
般
か
ら
地
域
性
の
要
素
が
低
下
し
て
い
っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ジ
エ
ラ
ー
ド
・
デ
ラ
ン
テ
ィ

（
白
日
常
円
四

ロ
o
g
q）
は
『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
社
会
理
論
の
変
容
｜
」
（
二

O
O
三
年
、
邦
訳
二

O
O
六
年
）
に
お
い
て
、
「
本
書
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
い
う
概
念
に
今
日
的
な
解
釈
を
ほ
ど
こ
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
社
会
学
の
伝
統
的
概
念
の
一
つ
で
あ
る
こ

の
言
葉
に
つ
い
て
検
証
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
そ
の
出
発
点
に
お
か
れ
た
の
は
、
社
会
・
文
化
・
政
治
の
各
領
域
で
大
変
動
が
起
こ

っ
た
結
果
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
今
や
転
換
期
に
あ
る
と
い
う
認
識
で
あ
る
。
現
代
の
世
界
的
大
変
動
の
中
に
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
概
念

に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
要
因
が
み
ら
れ
、
そ
の
結
果
、
こ
の
概
念
は
昨
今
の
社
会
・
政
治
思
想
に
お
い
て
大
き
な
争
点
と

な
っ
て
い
る
。
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
ズ
ム
や
グ
ロ

l
バ
リ
ゼ

I
シ
ヨ
ン
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
さ
ら
に
は
「
第
三
の
道
」
ス
タ
イ
ル
の
政

治
学
に
関
連
す
る
展
開
を
通
し
て
、
古
典
社
会
学
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
研
究
が
提
起
し
て
き
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
概
念
に
疑
問
が
投
げ
か

け
ら
れ
て
い
る
。
古
典
的
な
社
会
学
者
た
ち
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
消
滅
を
確
信
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
事
態
は
そ
れ
と
は
著
し
く

か
け
離
れ
て
い
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
今
日
の
社
会
・
政
治
状
況
の
中
で
復
活
を
遂
げ
つ
つ
あ
り
、
世
界
的
規
模
で
ル

l
ツ
探
し
ゃ

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
探
究
、
帰
属
（
ビ
ロ
ン
ギ
ン
グ
）
に
対
す
る
欲
求
を
生
み
出
し
て
い
る
。
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

デ
ラ
ン
テ
ィ
は
、
こ
の
あ
と
「
理
念
と
し
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
「
都
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
「
政
治
的
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
「
多
文
化

主
義
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
「
異
議
申
し
立
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
「
。
ホ
ス
ト
モ
ダ
ン
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
「
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
・
コ
ミ



ユ
ニ
テ
イ
」
「
ヴ
ァ

l
チ
ャ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
概
念
の
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
概
念
の
変
容
に
お
い
て
、
第
一
に
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
以
前
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
概
念
が

個
別
的
で
具
体
的
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
現
代
社
会
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
概
念
は
普
遍
的
で
抽
象
的
な
も
の
に
変
化
し
て
き
た
こ
と

で
あ
る
。
地
域
性
と
共
同
性
を
伴
っ
た
具
体
的
な
も
の
と
し
て
の
「
ロ
ー
カ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
は
、
ど
の
よ
う
な
地
域
社
会
に

も
現
存
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
現
在
、
地
域
に
は
ロ
ー
カ
ル
に
も
グ
ロ
ー
バ
ル
に
も
そ
れ
ぞ
れ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
あ
た
る
も
の
が
存

在
し
、
逆
に
か
つ
て
の
地
域
共
同
体
と
し
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
消
滅
と
は
言
わ
な
い
ま
で
も
、
機
能
を
縮
小
し
て
い
る
。
家
族
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
し
て
も
、
規
模
や
ラ
イ
フ
コ

l
ス
上
の
時
期
も
限
定
さ
れ
、
学
校
教
育
や
職
業
、
医
療
・
福
祉
な
ど
の
制
度
上
の
機

つ
ま
り
、
国
家
か
個
人
か
と
い
う
選
択
肢
の
間
で
、
中
間
集
団
と
し
て
の
家
族
、
地
域
社
会
、

能
が
拡
大
し
て
い
く
わ
け
で
あ
る
。

仲
間
集
団
、
同
業
集
団
な
ど
の
機
能
は
縮
小
し
て
し
ま
っ
た
と
言
え
よ
う
。
し
た
が
っ
て
、
具
体
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
よ
り
も
普
遍

賢）

的
、
抽
象
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
概
念
が
議
論
の
組
上
に
上
っ
て
き
た
わ
け
で
あ
る
。

個人化とコミュニティ概念の変容（有末

地
域
性
と
共
同
性

対

空
間
性
と
情
報
性

2 普
遍
的
、
抽
象
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
概
念
は
、
現
代
都
市
の
建
築
形
態
や
住
居
形
態
と
も
大
き
く
関
係
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ

る
。
大
都
市
に
お
け
る
超
高
層
ビ
ル
は
一
九
七

0
年
代
頃
か
ら
建
設
さ
れ
て
き
た
が
、
二

0
0
0年
代
に
入
つ
て
の
「
規
制
緩
和
」
「
容

積
率
ア
ッ
プ
」
に
よ
っ
て
、
東
京
、
大
阪
、
名
古
屋
な
ど
多
く
の
大
都
市
に
お
い
て
高
層
化
に
一
層
の
拍
車
が
か
か
っ
て
い
る
。
住

い
わ
ゆ
る
マ
ン
シ
ョ
ン
居
住
が
多
く
な
り
、
地
域
性
と
共
同
性
の
意
味
が
非
常
に
変
化
し
て
き
て

居
形
態
に
お
い
て
も
集
合
住
宅
、

い
る
。
例
え
ば
持
家
で
あ
れ
貸
家
で
あ
れ
、
戸
建
の
居
住
は
、
街
並
み
、
家
並
み
の
構
成
要
素
で
あ
り
、
地
名
と
し
て
の
＊
＊
町
一

丁
目
に
対
し
て
の
帰
属
意
識
も
あ
る
程
度
は
存
在
し
て
い
る
。
し
か
し
、
集
合
居
住
形
式
の
場
合
に
は
、
自
治
会
（
管
理
組
合
）
も

マ
ン
シ
ョ
ン
の
外
に
対
し
て
意
識
さ
れ
る
こ
と
は

3う

マ
ン
シ
ョ
ン
内
で
完
結
し
て
お
り
、
共
有
ス
ペ
ー
ス
や
共
同
管
理
に
関
し
て
も
、



政治・社会

ほ
と
ん
ど
な
い
。
都
心
や
副
都
心
な
ど
の
業
務
地
域
に
お
い
て
も
、
再
開
発
事
業
が
進
行
し
て
「
場
所
性
」
を
失
っ
た
、
単
な
る
近

代
的
ピ
ル
空
間
が
一
様
に
増
殖
し
て
い
る
。
駅
前
の
飲
み
屋
街
、
商
店
街
が
取
り
壊
さ
れ
て
、
駅
ピ
ル
や
オ
フ
ィ
ス
ピ
ル
に
変
化
し

て
い
く
と
、
床
面
積
は
何
倍
に
も
増
加
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
空
間
性
と
情
報
性
の
一
様
な
る
拡
大
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ

36 
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る
。
高
度
情
報
化
時
代
の
現
代
に
お
い
て
、
高
層
化
さ
れ
た
ビ
ル
空
間
に
は
、
電
話
、

P
C
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
は

必
須
で
あ
り
、
限
ら
れ
た
空
間
に
お
い
て
、
メ
デ
ィ
ア
を
通
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
空
間
（
異
空
間
）
と
結
び
つ
い
て
い
る
わ
け
で

あ
る
。この
よ
、
つ
に
、

か
つ
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
概
念
に
備
わ
っ
て
い
た
「
地
域
性
と
共
同
性
の
セ
ッ
ト
」
か
ら
「
空
間
性
と
情
報
性
」

の
セ
ッ
ト
へ
と
明
ら
か
に
都
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
い
て
は
比
重
が
動
い
て
き
て
い
る
。
そ
れ
は
あ
る
意
味
で
は
、
地
域
性
を
基
準

に
考
え
ら
れ
て
き
た
従
来
か
ら
の
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
論
」
、
す
な
わ
ち
農
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
都
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、

日
本
的
に
い

え
ば
「
地
域
社
会
論
」
の
範
囲
か
ら
は
逸
脱
し
、
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
消
滅
し
た
」
と
い
う
結
論
に
至
っ
て
し
ま
う
の
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、

デ
ラ
ン
テ
ィ
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
政
治
的
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
ヴ
ァ

l
チ
ャ
ル
・
コ

ミ
ユ
ニ
テ
ィ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
近
年
盛
ん
に
登
場
し
て
い
る
。

念
の
復
活
、
再
生
が
現
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
共
同
性
を
核
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
概

3 

帰
属
意
識
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

現
代
社
会
に
お
い
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
意
味
を
考
え
て
み
る
と
、
共
同
性
の
源
流
に
「
帰
属
意
識
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
の
問

題
が
存
在
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？

政
治
的
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
ヴ
ァ

l
チ
ャ
ル
・
コ

ミ
ユ
ニ
テ
ィ
に
お
い
て
さ
え
、
あ
る
種
の
帰
属
意
識
や
所
属
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
必
要
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
地
域
性
や
直
接
関
係

を
確
認
で
き
る
帰
属
意
識
が
薄
れ
て
き
た
と
き
に
、
ヴ
ァ

1
チ
ャ
ル
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
や
帰
属
意
識
が
高



ま
っ
て
く
る
こ
と
が
予
想
で
き
る
。

こ
こ
で
、
帰
属
意
識
に
お
け
る
グ
ロ
ー
バ
ル
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
、

ロ
ー
カ
ル
の
三
層
の
レ
ベ
ル
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
例
え
ば
、

E
U
に
加
盟
し
て
い
る
国
々
の
人
々
に
と
っ
て
、

E
U
レ
ベ
ル
、
国
家
レ
ベ
ル
、

ロ
ー
カ
ル
・
レ
ベ
ル
は
現
実
の
も
の
と
し
て
存
在

し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
す
べ
て
の
構
成
員
が
三
層
の
レ
ベ
ル
に
平
均
的
に
接
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
し
、
圧
倒
的
に
ロ
ー
カ
ル
・

レ
ベ
ル
の
比
重
が
大
き
く
、
次
に
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
レ
ベ
ル
で
、

グ
ロ
ー
バ
ル
・
レ
ベ
ル
の
具
体
性
は
低
く
影
響
力
も
少
な
い
、

の
で

あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
具
体
的
レ
ベ
ル
と
し
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
レ
ベ
ル
を
持
っ
て
い
な
い
、
あ
る
い
は
あ
ま
り
実
感
し
て
い
な
い
日

本
に
お
い
て
は
、
逆
に
抽
象
的
・
普
遍
的
意
味
で
の
「
地
球
環
境
」
や
「
グ
ロ

l
パ
リ
ズ
ム
」
が
メ
デ
ィ
ア
を
通
し
て
情
報
が
あ
ふ

れ
て
き
て
、
ヴ
ァ

l
チ
ャ
ル
な
意
味
が
肥
大
化
し
て
い
る
と
も
言
え
る
。
ま
た
、
携
帯
電
話
、
携
帯
メ

l
ル
な
ど
に
よ
り
、
身
近
な

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
の
意
味
を
ヴ
ァ

l
チ
ャ
ル
（
仮
想
的
）

で
は
あ
る
が
、
親
密
な
空
間
に
絞
り
込
ん
で
き

賢）

て
い
る
と
も
三
守
え
る
。

ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
レ
ベ
ル
も
ロ
ー
カ
ル
な
レ
ベ
ル
も
、
行
政
の
肥
大
化
や
国
家
化
、
あ
る
い
は
地
方
分
権
化
も
含
め
て
、
家
族
・
地

域
社
会
・
職
場
な
ど
の
中
間
集
団
と
は
異
な
る
レ
ベ
ル
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
編
成
が
進
行
し
て
い
る
。
ま
た
一
方
で
は
、
パ
ー

個人化とコミュニティ概念の変容（有末

ソ
ナ
ル
・
メ
デ
ィ
ア
（
極
小
化
と
移
動
体
）

の
発
展
と
普
及
に
応
じ
て
、
個
人
的
世
界
が
そ
の
ま
ま
ヴ
ァ

l
チ
ヤ
ル
・
コ
ミ
ユ
ニ
テ

ィ
に
帰
属
す
る
可
能
性
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。
こ
の
傾
向
が
、
個
人
化
時
代
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
変
容
を
物
語
っ
て
い
る
が
、
た

だ
し
、
ヴ
ァ

l
チ
ャ
ル
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
可
能
性
と
し
て
は
、
「
東
ア
ジ
ア
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
や
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
（
市
民
意
識
）

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
政
治
的
・
社
会
的
・
文
化
的
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
聞
か
れ
て
い
る
。
次
節
で
は
、
地
域
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
変
容

に
つ
い
て
、
伝
統
的
郊
外
都
市
と
し
て
の
鎌
倉
市
を
事
例
と
し
て
分
析
し
て
み
た
い
。
現
代
都
市
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
変
容

は
、
伝
統
的
な
地
域
の
場
所
性
を
失
い
つ
つ
、
近
代
都
市
空
間
と
し
て
の
空
間
性
と
情
報
性
の
中
に
埋
没
し
て
い
く
過
程
で
あ
る
と
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言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
古
都
・
鎌
倉
に
お
け
る
「
鎌
倉
ら
し
さ
」
を
考
え
る
こ
と
は
、
場
所
性
と
空
間
性
の
再
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構
築
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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鎌
倉
の
伝
統
的
生
活
世
界

都
市
社
会
に
お
け
る
伝
統
的
世
界
に
関
し
て
は
、
多
く
の
記
述
や
研
究
が
存
在
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
日
本
社
会
に
お
け
る

都
市
化
は
、
戦
後
の
一
九
六
0
年
代
頃
か
ら
本
格
化
し
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
都
市
化
と
は
、
す
な
わ
ち
「
古
い
も
の
が
消
え
て
い

き
、
新
し
い
も
の
が
登
場
す
る
こ
と
」
を
意
味
し
て
き
た
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
現
代
都
市
で
は
、
新
規
開
発
や
再
開
発
の
情
報
が

氾
濫
し
、
常
に
新
し
い
施
設
や
エ
リ
ア
（
地
域
）
に
眼
が
集
中
し
が
ち
で
あ
る
。

し
か
し
、
都
市
社
会
に
も
伝
統
的
生
活
世
界
は
し
っ
か
り
と
存
在
し
て
い
る
。
私
は
東
京
の
下
町
（
中
央
区
佃
・
月
島
）
を
フ
ィ

ー
ル
ド
と
し
て
長
年
、
祭
礼
や
町
の
社
会
構
造
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
継
続
し
て
き
た
が
、
そ
こ
か
ら
も
伝
統
的
な
生
活
世
界
を
人
々

が
守
り
、
受
け
継
ぎ
、
そ
し
て
築
い
て
き
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
た
。
し
か
し
、
あ
る
意
味
で
は
私
が
対
象
と
し
た
佃
一
丁
目
（
佃

島
）
は
、
既
に
誰
が
見
て
も
伝
統
的
生
活
世
界
を
有
し
て
お
り
、
典
型
的
「
下
町
」
の
範
障
に
入
る
も
の
で
あ
る
。
浅
草
や
本
所
・

深
川
を
対
象
と
し
て
も
、
あ
る
い
は
日
本
橋
や
京
橋
、
人
形
町
な
ど
を
扱
っ
て
も
「
伝
統
と
変
化
」
の
典
型
例
と
し
て
見
え
て
し
ま

う
だ
ろ
う
。
し
か
し
私
が
考
え
て
い
る
「
都
市
化
社
会
に
お
け
る
伝
統
と
変
容
」
の
問
題
は
、
戦
前
型
開
発
の
郊
外
住
宅
地
と
し
て

の
「
山
の
手
」
地
域
や
戦
後
ニ
ュ

l
タ
ウ
ン
の
集
合
住
宅
（
団
地
）
に
お
い
て
も
同
様
に
、
伝
統
と
変
化
の
問
題
が
存
在
し
て
い
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。
例
え
ば
、
新
中
間
層
（
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
階
層
）
の
出
現
と
郊
外
住
宅
地
域
の
開
発
は
、
大
正
期
か
ら
昭
和
初

期
に
か
け
て
、
東
京
、
大
阪
な
ど
一
部
の
大
都
市
の
「
山
の
手
」
地
域
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
「
伝
統
」
が
、
日
本
の

ミ
ド
ル
・
ク
ラ
ス
の
典
型
を
形
成
し
、
そ
し
て
戦
後
高
度
経
済
成
長
に
よ
っ
て
全
国
的
に
波
及
し
、
そ
し
て
一
九
七

0
年
代
あ
た
り

か
ら
ミ
ド
ル
・
ク
ラ
ス
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
お
い
て
、
新
た
な
「
変
容
」
が
始
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
核
家
族
で



職
住
分
離
、
性
別
役
割
分
業
に
よ
っ
て
専
業
主
婦
を
肯
定
し
て
い
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
か
ら
、
都
市
居
住
の
在
り
方
も
職
住
近
接
、

共
働
き
、
余
暇
生
活
重
視
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
へ
と
少
し
ず
つ
で
は
あ
る
が
、
変
容
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

本
節
に
お
い
て
、
私
は
鎌
倉
市
を
対
象
と
し
て
つ
伝
統
的
生
活
世
界
と
郊
外
化
」
を
考
察
し
て
い
き
た
い
。
ま
ず
な
ぜ
「
鎌
倉
」

を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
す
る
の
か
に
つ
い
て
、
四
点
く
ら
い
に
整
理
し
て
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

第
一
に
は
、
関
東
以
北
の
地
域
で
は
唯
一
と
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
が
、
鎌
倉
は
「
古
都
」
で
あ
る
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
古
都
と

は
、
現
在
の
首
都
（

g
B色
。
広
三
と
は
異
な
っ
て
、
か
つ
て
の
都
（
み
や
こ
）
を
意
味
し
て
い
る
。
日
本
で
は
、
奈
良
、
京
都
、
近

江
な
ど
近
畿
地
方
に
集
中
し
て
お
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
沖
縄
に
お
け
る
首
里
な
ど
も
古
都
に
含
ま
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
確
か

に
、
鎌
倉
時
代
（
一
一
八
五
1
一
三
二
一
三
年
）
は
現
代
人
に
と
っ
て
は
あ
ま
り
に
遠
い
「
過
去
」
で
あ
り
、
か
つ
て
の
「
都
」
と
い

う
音
ぬ
識
が
京
都
の
よ
う
に
は
存
在
し
て
い
な
い
。
そ
う
い
う
意
味
で
厳
密
に
は
、
日
本
で
は
古
都
は
京
都
だ
け
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

賢）

し
か
し
、
京
都
や
京
風
に
お
い
て
も
全
国
に
「
小
京
都
」
が
あ
る
よ
う
に
、
「
古
都
の
風
情
」
は
鎌
倉
に
も
確
実
に
存
在
し
て
い
る
。

伝
統
的
生
活
世
界
の
「
伝
統
」
を
伸
ば
せ
る
だ
け
伸
ば
し
て
み
た
と
き
、
関
東
地
方
で
は
「
鎌
倉
市
」
が
浮
か
ん
で
き
た
わ
け
で
あ

個人化とコミュニティ概念の変容（有末

る
そ
し
て
第
二
に
は
、
鎌
倉
は
全
国
各
地
に
存
在
し
て
い
る
「
城
下
町
」
で
は
な
く
「
門
前
町
」
で
あ
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
都

市
の
生
活
世
界
に
注
目
す
る
な
ら
ば
、
日
本
は
圧
倒
的
に
江
戸
幕
藩
体
制
の
中
で
形
成
さ
れ
た
「
城
下
町
」
の
伝
統
に
支
配
さ
れ
て

き
た
。
そ
の
意
味
で
は
、
現
代
の
大
都
市
も
地
方
中
核
都
市
も
地
方
都
市
も
そ
の
多
く
は
城
下
町
で
あ
る
。
し
か
し
、
都
市
の
形
成

は
そ
の
他
に
も
港
町
（
港
湾
都
市
）
、
門
前
町
（
宗
教
都
市
）
、
宿
場
町
（
街
道
町
）
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
か
ら
発
展
し
て
い
る
。
鎌

倉
市
は
鎌
倉
五
山
や
鎌
倉
大
仏
、
鎌
倉
八
幡
宮
な
ど
宗
教
施
設
（
寺
社
勢
力
）
を
背
景
と
し
た
町
で
あ
る
。
関
東
地
方
に
も
有
名
な

神
社
仏
閣
を
有
し
た
町
は
他
に
も
あ
る
が
、
歴
史
的
な
価
値
を
持
っ
た
門
前
町
と
な
る
と
関
西
地
方
に
比
べ
て
そ
う
多
い
わ
け
で
は
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第
三
は
、
鎌
倉
市
が
首
都
圏
の
郊
外
化
に
影
響
を
受
け
た
都
市
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
戦
前
か
ら
の
都
市
杜
会
学
者
で
あ
っ

40 

た
奥
井
復
太
郎
（
一
八
九
七
1
一
九
六
五
年
）
は
、
昭
和
一
二
三
九
一
二
七
）
年
に
す
で
に
「
鎌
倉
調
査
」
を
実
施
し
て
お
り
、
郊
外

慶謄の政治学

化
に
注
目
し
て
い
た
。
ま
た
、
近
江
哲
男
（
一
九
二
二

1
一
九
八
三
年
）
を
中
心
と
し
た
東
京
市
政
調
査
会
に
よ
る
「
鎌
倉
調
査
」

も
昭
和
二
八
（
一
九
五
三
）
年
に
行
わ
れ
、
報
告
書
が
一
九
五
七
年
に
は
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
先
行
研
究
の
上
に
、
二

一
世
紀
初
頭
に
あ
た
る
現
在
の
鎌
倉
市
を
郊
外
化
と
の
関
連
か
ら
見
つ
め
直
し
て
み
た
い
と
い
う
意
図
が
あ
る
。

さ
ら
に
第
四
点
と
し
て
は
、
鎌
倉
市
が
近
代
初
期
か
ら
の
「
別
荘
地
」
「
避
暑
（
寒
）
地
」
そ
し
て
リ
ゾ
ー
ト
・
観
光
地
域
と
し

て
の
性
格
を
有
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
海
、
山
、
谷
（
ゃ
っ
）
、
丘
な
ど
の
自
然
的
、
地
形
的
な
特
質
も
あ
る
し
、
明

治
の
文
明
開
化
の
時
期
か
ら
外
国
人
（
西
洋
人
）
を
含
む
政
治
家
、
文
化
人
、
実
業
家
、
上
流
階
級
な
ど
の
人
々
の
別
荘
地
と
し
て

賑
わ
い
、
そ
し
て
観
光
・
リ
ゾ
ー
ト
が
大
衆
化
し
て
か
ら
は
、
逗
子
、
葉
山
や
江
ノ
島
、
湘
南
海
岸
と
も
連
続
し
て
、
「
海
水
浴
」

を
中
心
と
し
た
夏
の
レ
ジ
ャ
ー
の
中
心
地
に
な
っ
て
い
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
重
層
的
な
鎌
倉
市
の
地
域
像
（
イ
メ
ー
ジ
）
こ
そ
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
概
念
の
変
容
に
お
い
て
場
所
性
と
空
間
性
の

再
構
築
に
結
び
付
い
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

四

「
伝
統
」

の
再
考
｜
｜
「
鎌
倉
ら
し
さ
」

古
都
・
鎌
倉
に
は
一
一
首
う
ま
で
も
な
く
歴
史
的
・
伝
統
的
な
遺
跡
や
神
社
・
仏
閣
な
ど
が
数
多
く
存
在
し
て
い
る
。
近
年
の
「
鎌
倉

考
古
学
研
究
所
」
の
成
果
に
よ
っ
て
、
中
世
都
市
・
鎌
倉
の
全
貌
が
少
し
ず
つ
解
明
さ
れ
て
き
て
お
り
、
そ
の
面
で
の
鎌
倉
へ
の
関

心
も
高
ま
っ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
必
ず
し
も
実
際
の
中
世
都
市
・
鎌
倉
の
実
像
が
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
は

な
い
。
観
光
都
市
・
鎌
倉
の
観
光
資
源
は
鶴
岡
八
幡
宮
や
長
谷
の
大
仏
、
紫
陽
花
寺
の
明
月
院
、
北
鎌
倉
の
円
覚
寺
、
東
慶
寺
な
ど



ほ
と
ん
ど
す
べ
て
中
世
以
来
の
伝
統
を
持
っ
た
寺
社
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
現
代
人
に
あ
っ
て
は
鎌
倉
時
代
と
現
在
が
つ
な
が
っ
て

い
る
と
い
う
確
信
も
保
証
も
な
い
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
現
代
の
鎌
倉
住
民
に
は
鎌
倉
時
代
の
源
氏
の
武
士
た
ち
の
こ
と
や
当

時
の
町
民
を
引
き
継
い
で
い
る
と
い
う
意
識
は
な
い
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
む
し
ろ
、
そ
こ
に
あ
る
の
は
「
古
都
・
鎌
倉
」
を
演

出
す
る
現
代
の
さ
ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
「
イ
メ
ー
ジ
の
再
生
産
」
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

一
四
世
紀
の
半
ば
近
く
、
鎌
倉
幕
府
が
滅
亡
す
る

鎌
倉
年
表
』
（
一
九
八
九
年
）
に
お
い
て
も
、
鶴
岡
八

幡
宮
再
建
の
た
め
に
社
頭
の
古
木
を
調
査
し
た
記
述
の
あ
る
天
文
元
年
（
一
五
三
二
年
）
か
ら
が
年
表
の
最
初
に
な
っ
て
い
る
。
つ

鎌
倉
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
鎌
倉
幕
府
が
置
か
れ
た
中
世
の
都
で
あ
っ
た
が
、

折
の
兵
火
で
、
ほ
と
ん
ど
は
炎
上
し
た
。
市
政
施
行
五
十
周
年
記
念
『
図
説

ま
り
、
中
世
鎌
倉
は
、
以
後
、
っ
ち
つ
づ
く
戦
火
に
よ
っ
て
壊
滅
状
況
と
な
り
、
閑
散
と
し
た
草
深
い
農
村
と
し
て
近
代
に
い
た
っ
た

の
で
あ
る
。

賢）

そ
の
意
味
で
、
近
代
の
鎌
倉
は
、
い
わ
ば
「
再
発
見
」
の
過
程
で
も
あ
っ
た
。
お
雇
外
国
人
や
明
治
時
代
の
政
界
・
財
界
・
文
化

人
な
ど
に
よ
る
、
別
荘
や
海
水
浴
、
古
寺
、
大
仏
な
ど
の
名
所
・
旧
跡
の
再
発
見
、
観
光
の
位
置
付
け
、
そ
し
て
郊
外
化
と
鎌
倉
ブ

ラ
ン
ド
の
定
着
へ
と
近
・
現
代
の
鎌
倉
は
変
貌
し
て
い
く
わ
け
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
興
味
深
い
の
は
鎌
倉
が
歴
史
の
時
間
軸
上
は
、
「
古

個人化とコミュニテイ概念の変容（有末

都
」
か
ら
「
農
村
」

へ
、
そ
し
て
近
代
の
「
眼
差
し
」
に
よ
っ
て
、
「
近
代
鎌
倉
」
と
い
う
都
市
へ
と
そ
の
意
味
を
変
え
て
き
た
と

い
う
点
で
あ
る
。
関
幸
彦
は
『
「
鎌
倉
」
と
は
な
に
か

l
中
世
、
そ
し
て
武
家
を
問
う

l
』
（
二

O
O
三
年
）
に
お
い
て
、
「
I
．
近
代

は
鎌
倉
に
な
に
を
み
つ
け
た
か
」
「

H
．
近
世
は
鎌
倉
に
な
に
を
残
し
た
か
」
「
E
．
中
世
は
鎌
倉
に
な
に
を
創
っ
た
か
」
と
い
う
順

番
で
説
き
起
こ
し
て
い
る
。
こ
の
時
間
軸
の
「
逆
転
」
こ
そ
が
「
古
都
・
鎌
倉
」
の
イ
メ
ー
ジ
の
生
産
と
再
生
産
を
枠
付
け
し
て
き

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
こ
に
日
本
の
古
都
の
代
表
で
あ
る
「
京
都
」
を
研
究
対
象
と
す
る
地
域
社
会
研
究
と
こ
の
「
鎌
倉
市
」
を
対
象
と
す
る
わ
れ
わ

れ
の
歴
史
社
会
学
的
な
考
察
と
の
相
違
が
存
在
し
て
い
る
。
従
来
型
の
都
市
・
地
域
社
会
の
実
態
調
査
に
よ
る
解
明
は
、
ま
ず
何
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よ
り
も
現
在
居
住
し
て
い
る
住
民
の
実
態
と
意
識
を
研
究
対
象
と
し
て
考
察
し
て
き
た
。
ま
た
文
字
資
料
や
統
計
資
料
な
ど
を
利
用

し
て
、
過
去
か
ら
の
歴
史
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
歴
史
研
究
で
は
対
象
時
期
を
限
定
す
る
こ
と
で
よ
り
詳
細
な
歴
史
が
明
ら
か
に
な

42 

っ
た
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
研
究
は
、
い
ず
れ
も
現
在
と
歴
史
を
切
れ
た
形
で
し
か
表
現
で
き
な
い
。
わ
れ
わ
れ
の
意

図
は
、
地
域
性
と
歴
史
性
が
絢
い
交
ぜ
に
な
り
な
が
ら
構
成
さ
れ
て
く
る
現
実
の
地
域
社
会
を
「
近
代
鎌
倉
」
と
い
う
フ
ィ
ー
ル
ド

慶麿の政治学

を
通
し
て
理
解
し
、
解
明
し
て
い
く
と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
あ
る
。

「
鎌
倉
ら
し
さ
」
と
い
う
言
説
は
、
住
民
の
み
な
ら
ず
、
観
光
客
や
全
国
の
人
々
に
よ
っ
て
、
あ
る
程
度
共
有
さ
れ
て
い
る
。
日

本
全
国
で
、
こ
の
「

1
ら
し
さ
」
が
成
立
す
る
都
市
は
、
京
都
、
奈
良
、
東
京
、
大
阪
な
ど
多
く
の
歴
史
的
な
都
市
で
も
見
ら
れ
る

が
、
郊
外
化
さ
れ
た
多
く
の
住
宅
地
域
に
お
い
て
は
、
な
か
な
か
地
域
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
確
立
さ
れ
て
い
な
い
場
所
も
多
い
。

そ
こ
で
、
わ
れ
わ
れ
は
「
鎌
倉
ら
し
さ
」
の
実
態
に
つ
い
て
調
査
研
究
し
て
い
く
と
同
時
に
、
「
鎌
倉
ら
し
さ
」
が
構
築
さ
れ
て
い

く
過
程
に
注
目
し
て
研
究
を
進
め
て
い
る
。
例
え
ば
、
「
鎌
倉
夫
人
」
と
い
う
小
説
や
言
説
が
二
疋
の
リ
ア
リ
テ
ィ
を
と
も
な
っ
て

成
立
し
て
い
く
時
代
背
景
や
地
域
性
を
検
証
し
て
い
く
わ
け
で
あ
る
。
ま
た
「
社
会
調
査
」
を
再
検
討
す
る
中
か
ら
、
調
査
研
究
者

の
主
体
や
対
象
地
域
、
そ
し
て
時
代
背
景
な
ど
が
「
鎌
倉
調
査
」
に
よ
っ
て
「
鎌
倉
ら
し
さ
」
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
っ
た
の
か

が
問
わ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
戦
前
か
ら
の
鎌
倉
山
の
開
発
に
お
け
る
笛
田
、
手
広
な
ど
の
地
元
の
農
村
、
農
家
と
の
関

係
な
ど
も
「
鎌
倉
ら
し
さ
」
の
構
築
が
微
妙
に
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
鎌
倉
の
特
徴
は
、
観
光
都
市
と
し
て
の
名
所
・
旧

跡
・
寺
社
ば
か
り
で
は
な
く
、
海
・
山
・
浜
辺
・
緑
・
谷
戸
な
ど
自
然
の
要
素
も
加
わ
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
、
う
ま
く
組
み
合
わ

せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
寺
社
の
「
花
め
ぐ
り
」
な
ど
い
わ
ゆ
る
「
鎌
倉
ら
し
さ
」
の
演
出
も
構
築
さ
れ
て
い
く
わ
け
で
あ
る
。
そ
し

て
、
住
民
に
と
っ
て
の
「
鎌
倉
ら
し
さ
」
も
旧
住
民
か
ら
新
住
民
へ
、
住
民
運
動
や
環
境
問
題
に
対
す
る
行
政
・
開
発
業
者
（
資
本
）
・

住
民
の
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
考
察
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

研
究
対
象
と
し
た
鎌
倉
市
は
、
行
政
範
囲
と
し
て
は
、
江
ノ
島
ま
で
含
む
腰
越
地
域
や
大
船
駅
周
辺
地
域
、
横
浜
市
栄
区
と
接
し



て
い
る
北
鎌
倉
地
域
や
逗
子
市
と
接
し
て
い
る
浄
明
寺
や
十
二
所
な
ど
広
大
な
範
聞
を
有
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
鎌
倉
の
中
心
部

の
御
成
町
、
大
町
、
小
町
、
材
木
座
、
由
比
ガ
浜
な
ど
一
つ
一
つ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
に
、
地
域
性
と
歴
史
性
が
絢
い
交
ぜ
に
な

っ
て
相
互
構
築
さ
れ
て
い
く
そ
れ
ぞ
れ
固
有
の
「
鎌
倉
ら
し
さ
」
が
存
在
し
て
い
る
。
し
か
し
、
近
代
鎌
倉
に
お
け
る
「
鎌
倉
ら
し

さ
」
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
内
側
か
ら
の
「
ら
し
さ
」
の
構
築
ば
か
り
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
郊
外
化
と
観
光
化
と
い
う
外
部
か
ら

の
要
因
に
よ
っ
て
、
む
し
ろ
「
鎌
倉
ら
し
さ
」
が
外
部
か
ら
作
ら
れ
て
い
く
過
程
と
も
重
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
わ
れ

わ
れ
は
研
究
対
象
地
域
に
と
っ
て
、
地
域
社
会
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）

の
範
囲
を
町
（
町
内
）
あ
る
い
は
町
丁
目
と
し
つ
つ
も
、
行
政

範
囲
と
し
て
の
「
鎌
倉
市
」
を
全
体
の
相
互
構
築
を
視
野
に
入
れ
て
対
象
地
域
と
考
え
た
。
さ
ら
に
、
「
鎌
倉
ら
し
さ
」
と
い
う
場

合
に
は
、
近
代
日
本
の
都
市
化
、
郊
外
化
、
観
光
化
な
ど
の
社
会
変
動
を
経
て
、
外
部
か
ら
も
形
成
さ
れ
う
る
地
域
性
（
ら
し
さ
）

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内
部
だ
け
を
追
究
す
る
の
で
は
な
く
、
地
域
性
と
歴
史
性
の
相
互
構
築
を

テ
ー
マ
と
し
た
わ
け
で
あ
る
。

賢）

「
近
代
鎌
倉
」
の
伝
統
と
し
て
大
き
く
は
二
つ
の
局
面
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
時
期
と
し
て
は
明
治
・
大
正
の
第
一
期
に
お

個人化とコミュニティ概念の変容（有末

け
る
伝
統
I
は
、
洋
風
化
と
別
荘
地
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
。
文
明
開
化
の
影
響
に
お
い
て
は
横
浜
な
ど
と
共
通
す
る
面
も
あ

る
が
、
鎌
倉
は
「
古
都
」
と
し
て
の
再
発
見
の
過
程
を
辿
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
寺
社
・
名
所
・
旧
跡
な
ど
は
「
王
政
復
古
」
の
流

れ
と
呼
応
し
て
い
る
面
も
あ
る
。
別
荘
地
と
し
て
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
は
「
鎌
倉
同
人
会
」
な
ど
の
上
層
の
階
層
文
化
を
生
み
出
し

て
い
く
の
で
あ
る
。
昭
和
期
か
ら
戦
後
の
近
代
鎌
倉
の
伝
統
E
の
局
面
に
お
い
て
は
、
郊
外
化
の
イ
ン
パ
ク
ト
に
よ
っ
て
別
荘
地
か

ら
定
住
地
へ
の
「
変
貌
」
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
意
味
で
「
鎌
倉
ら
し
さ
」
の
伝
統
は
、
初
め
か
ら
「
郊
外
住
宅
地
」
と
し
て
出
発
し

た
、
東
京
圏
の
良
好
な
住
宅
地
域
、
例
え
ば
田
園
調
布
や
桜
新
町
、
国
立
や
常
盤
台
な
ど
と
は
性
格
を
異
に
し
て
い
る
。
む
し
ろ
、

別
荘
地
の
階
層
文
化
を
背
景
と
し
て
展
開
し
た
「
郊
外
化
」
は
、
必
ず
し
も
良
好
な
居
住
環
境
を
確
保
す
る
と
は
限
ら
な
い
、
ス
プ

ロ
l
ル
化
や
自
然
破
壊
を
伴
う
宅
地
造
成
が
行
わ
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
「
鎌
倉
ら
し
さ
を
守
る
」
「
保
持
す
る
」

43 



政治・社会

と
い
う
郊
外
化
に
対
す
る
負
の
対
応
が
地
域
性
と
歴
史
性
の
相
互
構
築
と
し
て
現
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
観
光
化
に
お
い
て

も
、
近
代
の
伝
統
は
「
大
衆
観
光
」
「
行
楽
地
」
と
し
て
の
性
格
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
八
幡
宮
に
し
て
も
長
谷
の
大
仏
に
し
て
も
、

44 

ま
た
由
比
ガ
浜
、
材
木
座
、
江
ノ
島
に
お
い
て
も
「
世
俗
化
」
を
免
れ
得
な
い
の
で
あ
る
。
上
層
の
階
層
文
化
は
、
住
民
に
と
っ
て

慶躍の政治学

象
徴
的
な
「
鎌
倉
ら
し
さ
」
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

戦
後
の
首
都
圏
の
郊
外
化
は
、
通
勤
圏
と
し
て
東
海
道
線
、
横
須
賀
線
、
小
田
急
線
、
京
浜
急
行
線
な
ど
郊
外
電
車
の
運
行
と
密

接
な
関
係
を
持
っ
て
出
現
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
郊
外
化
の
イ
ン
パ
ク
ト
か
ら
す
る
と
鎌
倉
市
は
隣
接
す
る
横
浜
市
、
逗
子
市
、

葉
山
町
、
横
須
賀
市
、
藤
沢
市
、
茅
ヶ
崎
市
な
ど
と
同
様
の
性
格
を
共
有
し
、
通
勤
・
通
学
の
時
間
距
離
の
関
数
と
し
て
居
住
地
選

択
が
行
わ
れ
る
側
面
が
存
在
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
鎌
倉
ら
し
さ
」
が
希
薄
化
し
つ
つ
も
再
生
産
さ
れ
て

い
く
面
が
あ
る
。
例
え
ば
戦
前
型
開
発
と
し
て
の
鎌
倉
山
の
場
合
に
は
、
立
地
や
交
通
な
ど
決
し
て
便
利
と
は
三
早
え
な
い
が
、
別
荘

地
開
発
か
ら
の
伝
統
が
「
鎌
倉
ら
し
さ
」
を
維
持
し
、
周
辺
の
住
宅
地
開
発
に
対
し
て
も
影
響
力
を
保
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、

鎌
倉
の
文
化
入
居
住
者
た
ち
も
、
確
実
に
「
鎌
倉
ら
し
さ
」
を
演
出
し
て
い
る
。
寺
社
な
ど
の
文
化
財
は
物
と
し
て
の
観
光
資
源
で

あ
る
が
、
居
住
者
と
し
て
の
文
化
人
た
ち
は
、
住
民
に
と
っ
て
の
資
源
、
財
産
で
も
あ
る
。
さ
ら
に
、
地
形
と
緑
地
な
ど
の
自
然
資

源
が
「
鎌
倉
ら
し
さ
」
の
構
成
要
素
で
あ
る
。
海
浜
・
砂
浜
・
山
・
谷
（
ゃ
っ
）
・
切
通
し
な
ど
は
、
開
発
の
波
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

今
で
も
鎌
倉
住
宅
地
域
の
不
動
産
の
「
セ
ー
ル
ス
・
ポ
イ
ン
ト
」
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
郊
外
化
の
イ
ン
パ
ク
ト
は
、
通
常
の
地

域
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
（
1
ら
し
さ
）
を
希
薄
化
す
る
方
向
に
進
行
す
る
わ
け
で
あ
る
が
、
鎌
倉
の
地
域
性
と
歴
史
性
は
依
然
と
し

て
「
鎌
倉
ら
し
さ
」
に
固
執
す
る
様
相
を
呈
し
て
い
る
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

「
鎌
倉
ら
し
さ
」
は
、
地
域
性
と
歴
史
性
の
相
互
構
築
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
く
と
い
う
仮
説
の
も
と
で
、
今
ま
で
論
じ
て
き

た
が
、
こ
れ
は
、
鎌
倉
の
内
部
と
外
部
の
重
層
的
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
形
成
と
も
重
な
っ
て
く
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
「
鎌

倉
ら
し
さ
」
の
外
部
か
ら
の
イ
メ
ー
ジ
形
成
と
し
て
は
、
第
一
に
「
近
代
鎌
倉
」
の
伝
統
の
物
語
が
挙
げ
ら
れ
る
。
「
古
都
」
の
イ



メ
l
ジ
、
文
化
都
市
の
イ
メ
ー
ジ
、
上
層
の
イ
メ
ー
ジ
な
ど
で
あ
る
。
第
二
に
は
社
会
変
動
と
し
て
の
郊
外
化
と
観
光
化
の
進
展
で

あ
る
。
そ
し
て
第
三
に
は
、
「
生
活
感
」
を
排
除
し
た
都
市
イ
メ
ー
ジ
の
構
築
で
あ
る
。
「
リ
ゾ
ー
ト
都
市
」
と
い
う
不
動
産
販
売
の

イ
メ
ー
ジ
と
言
い
換
え
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
対
し
て
、
「
鎌
倉
ら
し
さ
」
は
鎌
倉
市
と
い
う
地
域
性
の
内
部
で
ハ
ビ
ト
ゥ
ス

と
し
て
も
形
成
さ
れ
て
い
く
。
つ
ま
り
、
外
部
か
ら
の
イ
メ
ー
ジ
が
相
互
作
用
の
中
で
内
部
化
さ
れ
、
住
民
と
し
て
の
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
に
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
腰
越
、
大
船
、
浄
明
寺
な
ど
鎌
倉
の
中
心
部
か
ら
は
離
れ
た
地
域
に
お
い
て
も
、
鎌
倉
市
の
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
は
共
有
さ
れ
、
「
鎌
倉
ら
し
さ
」
が
再
生
産
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

賢）

今
ま
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
概
念
の
変
容
に
つ
い
て
、
個
人
化
時
代
や
選
択
の
時
代
、
自
己
決
定
権
な
ど
を
検
討
し
、
さ
ら
に
個
別
性

対
普
遍
性
、
地
域
性
と
共
同
性
対
空
間
性
と
情
報
性
と
い
う
再
編
成
を
分
析
し
て
き
た
。
そ
し
て
、
歴
史
的
伝
統
を
誇
り
に
し
て
い

個人化とコミュニテイ概念の変容（有末

る
鎌
倉
と
い
う
街
を
一
つ
の
ケ
l
ス
・
ス
タ
デ
ィ
と
し
て
検
証
し
て
み
た
わ
け
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
概
念
は
、
地
域

社
会
（
具
体
的
な
町
内
や
町
）
か
ら
出
発
し
た
が
、
次
第
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
、
す
な
わ
ち
「
鎌
倉
ら
し
さ
」

の
問
題
と
し
て
理
解
さ
れ
、
そ
の
う
ち
に
、
地
域
や
ロ
ー
カ
ル
な
シ
ン
ボ
ル
か
ら
情
報
化
を
通
し
て
、
人
々
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

の
共
有
と
い
う
ヴ
ァ

l
チ
ャ
ル
な
空
間
へ
と
移
行
し
つ
つ
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
仮
説
で
あ
る
。
確
か
に
「
鎌
倉
ら

し
さ
」
は
場
所
性
と
空
間
性
の
重
層
的
構
成
や
寺
社
、
海
、
山
、
谷
戸
な
ど
の
観
光
資
源
や
郊
外
住
宅
地
、
リ
ゾ
ー
ト
性
な
ど
の
付

加
価
値
な
ど
も
加
え
て
、
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
構
築
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
現
実
（
リ
ア
ル
）
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
あ
る
よ
り
も
、

仮
想
的
（
ヴ
ァ
l
チ
ャ
ル
）
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
あ
る
、
と
言
っ
た
方
が
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
現
実
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

が
「
鎌
倉
ら
し
さ
」
を
喪
失
し
て
い
る
の
か
と
い
う
と
そ
れ
は
必
ず
し
も
正
し
く
は
な
い
。
「
鎌
倉
ら
し
さ
」
は
、
あ
る
意
味
で
の
「
地

4う
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域
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
で
あ
り
、
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
る
。
住
民
層
が
交
代
し
て
い
っ
て
も
、
土
地
や
地
域
に
残
る
固
有
の
ア
イ
デ
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ン
テ
ィ
テ
ィ
だ
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
非
常
に
リ
ア
ル
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
概
念
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
で
き
よ
う
。

現
代
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
概
念
は
、
地
域
性
と
歴
史
性
と
共
同
性
が
絢
い
交
ぜ
に
な
り
な
が
ら
、
空
間
性
、
場
所
性
、

ア
イ
デ
ン
テ

慶醸の政治学

ィ
テ
ィ
性
を
再
構
築
し
て
い
く
過
程
で
あ
る
と
も
言
え
る
。
そ
こ
で
、
本
研
究
の
今
後
の
課
題
と
し
て
三
点
ほ
ど
指
摘
し
て
お
き
た

い
。
ま
ず
、
歴
史
性
を
よ
り
深
く
解
明
し
て
い
く
た
め
に
も
地
域
史
を
よ
り
ど
こ
ろ
に
し
て
、
伝
統
の
作
り
変
え
や
読
み
替
え
な
ど

を
具
体
的
に
検
討
し
て
い
く
課
題
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
第
二
点
と
し
て
地
域
性
と
し
て
の
鎌
倉
は
、
必
ず
し
も
「
住
宅
地
域
」

に
だ
け
限
定
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
商
業
地
域
や
観
光
地
域
、
文
化
施
設
な
ど
に
つ
い
て
も
「
鎌
倉
ら
し
さ
」
を
追
究
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
最
後
に
、
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
と
一
言
わ
れ
る
現
代
に
お
い
て
、
鎌
倉
市
の
新
た
な
ラ
イ
フ
ス
タ

一
体
何
な
の
か
、
少
子
・
高
齢
化
、
女
性
の
社
会
進
出
、
障
害
者
な
ど
へ
の
ケ
ア
ー
な
ど
も
含
め
て
、
よ
り
具
体
的
に

イ
ル
と
は
、

見
て
い
く
課
題
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

有
末
賢
「
再
帰
性
と
自
己
決
定
権
｜
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
と
日
本
社
会
｜
」
田
中
宏
・
大
石
裕
編
「
政
治
・
社
会
理
論
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
（
慶
膳
義

塾
大
学
法
学
部
政
治
学
科
開
設
百
年
記
念
出
版
）
」
所
収
、
慶
麿
義
塾
大
学
出
版
会
、
一
九
九
八
年
、
二
七
五
頁
。
「
個
人
化
社
会
』
（
呂
町
営
込
ミ
§
平

凡N
ミ
旬
。
丘
町
守
、
）
に
お
い
て
、
「
存
在
の
あ
り
方
」
「
思
考
の
あ
り
方
」
「
行
為
の
あ
り
方
」
を
解
明
し
、
「
個
人
化
さ
れ
た
社
会
に
政
治
は
存
在
し
う
る
の

か
」
「
個
人
化
さ
れ
た
社
会
を
民
主
主
義
に
と
っ
て
無
害
な
も
の
に
す
る
こ
と
」
な
ど
を
解
説
し
、
「
個
人
化
の
裏
面
は
市
民
的
行
動
の
腐
食
で
あ
り
、

そ
の
ゆ
っ
く
り
と
し
た
崩
壊
で
さ
え
あ
る
よ
う
に
思
え
る
」
と
ジ
グ
ム
ン
ト
・
バ
ウ
マ
ン
（
回

g
B
S
N・
）
は
述
べ
て
い
る
。
ジ
グ
ム
ン
ト
・
パ
ウ
マ

ン
（
津
井
敦
／
菅
野
博
史
／
鈴
木
智
之
訳
）
「
個
人
化
社
会
』
青
弓
社
、
二

O
O
八
年
、
七
一
頁
参
照
。

（2
）

冨
R
－5
F
m
S
0
3
冨
・
－
2
Y
円
。
さ
さ
き
凡
？
冨
R
E－
－
｝
自
・
中
久
郎
・
松
本
通
晴
監
訳
（
一
九
七
五
）
『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
四
五

｜
六
八
頁
。



（
3
）
奥
田
道
大
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
基
盤
」
山
根
常
男
・
高
橋
勇
悦
ほ
か
編
『
テ
キ
ス
ト
ブ
ッ
ク
社
会
学
（
5
）
地
域
社
会
」
所
収
、
有
斐
閣
、

六
六
頁
よ
り
引
用
。

4 

（
山
之
内
靖
＋
伊
藤
茂
訳
）
『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
社
会
理
論
の
変
容

l
」
N

賢）

。OB円【
H
O
o

－mgq叫
門
。
ミ
ミ
ミ
ミ

S
J
m。口同庁円四
m
p
N
C
C凶

T
T
出
版
、
二

O
O
六
年
、
三
頁
。

（
5
）
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
概
念
の
復
活
、
再
生
で
は
な
い
が
、
田
中
重
好
は
、
「
私
の
地
域
社
会
研
究
は
「
地
域
社
会
の
衰
退
」
「
地
域
社
会
の
崩
壊
」
か

ら
始
ま
っ
た
。
」
と
述
べ
、
「
地
域
社
会
の
中
で
共
同
性
は
ど
う
い
っ
た
形
で
存
在
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
問
い
か
ら
出
発
し
て
研
究
を
進

め
て
き
た
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
田
中
重
好
「
共
同
性
の
地
域
社
会
学
｜
祭
り
・
雪
処
理
・
交
通
・
災
害
｜
』
ハ

l
ベ
ス
ト
社
、
二

O
O
七
年
は
、
参

考
に
な
る
。

（6
）
慶
慮
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
政
治
学
専
攻
、
社
会
学
研
究
科
社
会
学
専
攻
な
ど
に
よ
っ
て
、
「
叢
書
幻
C
O
E｜
C
C
C

多
文
化
世
界

に
お
け
る
市
民
意
識
の
動
態
」
二

O
O
五
1
二
O
O
八
年
に
研
究
成
果
四
四
冊
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。
有
末
賢
・
関
根
政
美
編
「
戦
後
日
本
の
社
会

と
市
民
意
識
』
慶
麿
義
塾
大
学
出
版
会
、
二

O
O
五
年
、
渡
辺
秀
樹
・
有
末
賢
編
『
多
文
化
多
世
代
交
差
世
界
に
お
け
る
市
民
意
識
の
形
成
』
慶
慮

義
塾
大
学
出
版
会
、
二

O
O
八
年
な
ど
参
照
。

個人化とコミュニテイ概念の変容（有末

7 

一
九
九
九
年
、
所
収
の
第
八
章
「
都

有
末
賢
『
現
代
大
都
市
の
重
層
的
構
造
｜
都
市
化
社
会
に
お
け
る
伝
統
と
変
容
｜
」
ミ
ネ
ル
ヴ
ア
書
房
、

市
祭
礼
の
重
層
的
構
造

i
佃
・
月
島
の
祭
礼
組
織
の
研
究
｜
」
な
ど
参
照
。

（
8
）
有
末
賢
「
都
市
化
の
構
造
と
「
郊
外
化
」
現
象
」
「
都
市
問
題
」
第
九
三
巻
第
五
号
、
二

O
O
二
年
五
月
、
三
｜
一
四
頁
、
参
照
。

（
9
）
「
鎌
倉
研
究
会
」
（
有
末
賢
、
水
野
宏
美
・
松
尾
浩
一
郎
・
泉
暁
・
高
岡
文
章
・
上
野
淳
子
・
土
居
洋
平
・
高
木
恒
二
に
よ
っ
て
、
二

O
O
三

年
一

O
月
一
一
一
日
に
中
央
大
学
で
行
わ
れ
た
第
七
六
回
日
本
社
会
学
会
大
会
の
一
般
研
究
報
告
I

（
自
由
報
告
）
部
会
で
の
七
報
告
の
レ
ジ
ュ
メ
な

ど
を
収
録
し
た
『
近
代
鎌
倉
に
お
け
る
「
鎌
倉
ら
し
さ
」
の
構
築
』
二

O
O
四
年
五
月
、
鎌
倉
研
究
会
が
あ
る
が
、
最
終
報
告
書
は
ま
だ
完
成
さ
れ

て
い
な
い
。

（
同
）
松
尾
浩
一
郎
「
奥
井
復
太
郎
と
近
江
哲
男
の
鎌
倉
調
査
｜
都
市
社
会
調
査
の
戦
前
と
戦
後
l
」
「
法
学
研
究
」
第
七
六
巻
第
六
号
、
二

O
O
一二年

六
月
、
慶
藤
義
塾
大
学
法
学
研
究
会
、
四
一
｜
八
二
頁
、
参
照
。

（
日
）
「
図
説
鎌
倉
年
表
至
昭
和
六
十
年
』
鎌
倉
市
（
市
制
施
行
五
十
周
年
記
念
）
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自
天
文
元
年

一
九
八
九
年
。
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12 

関
幸
彦
「
「
鎌
倉
」
と
は
な
に
か
｜
中
世
、
そ
し
て
武
家
を
問
う
｜
』
山
川
出
版
社
、
二

O
O
三
年
。
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